












【３】
解答・解説

問１　元素分析値より

C：H：N：O=
67.8
12
： 6.3

1.0
： 7.9

14
： 100-（67.8+6.3+7.9）

16

 =5.65：6.30：0.564：1.125–10：11：1：2

組成式はC10H11NO2（組成式量 177）である。いま，Aの分子量は 8.85
2.50*10-2 =354であるから，

分子式は C20H22N2O4となる。
（答）　分子量：354，分子式：C20H22N2O4

問２　A1 molから Bが 1 mol，Cが 1 mol，Dが 2 mol生じるので，B，C，Dの物質量は，
順に 2.50*10-2 mol，2.50*10-2 mol， 5.00*10-2 molとなる。いま，Bの分子式が C7H8Oで，
中性の芳香族化合物であることから，Bの示性式は C6H5CH2OHと決まる。Bを酸化後，
硫酸酸性にして Cが得られたのだから Cの示性式は C6H5COOHと決まる。また，D4.45 g

が 5.00*10-2 molに相当するので，Dの分子量は

　　　　　 4.45
5.00*10-2 =89.0

Dはニンヒドリン反応陽性であるので，示性式は CH3CH（NH2）COOHと決まる。
（答）　C：分子量 122，分子式 C7H6O2，D：分子量 89.0，分子式 C3H7NO2

問３　A　

　　　B　 　　C　

問４　Bは中性で水に溶けにくい物質であり，Cは冷水には溶けにくいが，水酸化ナトリウム
水溶液と中和して塩となり水に可溶となるから，混合物に水酸化ナトリウム水溶液を加え，
分液漏斗を用いて，エーテルで Bを抽出し，分留して Bを得る。水層に硫酸を加え，Cを
遊離させエーテルで抽出し，分留する。

問５　（イ）　CH3CH（NH3
+）COO-　（ロ）　CH3CH（NH2）COO-　（ハ）　CH3CH（NH2）COO-

問６　グルコースが燃焼するときの熱化学方程式は
　　　　　C6H12O6（固）+6O2（気）=6CO2（気）+6H2O（液）+Q1kJ

問題文で与えられた熱化学方程式を上から順に①～④式とすると，グルコースの燃焼熱は，
6*①+6*②-③より

Q1=6*394+6*286-1273=2807〔kJ/mol〕
（答）　C6H12O6（固）+6O2（気）=6CO2（気）+6H2O（液）+2807kJ

問７　エタノールが燃焼するときの熱化学方程式は




